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初
日
、
会
期
を
９
月
18
日

ま
で
の
14
日
間
と
定
め
、
会

議
録
署
名
議
員
の
指
名
、
諸

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
総
務
企
画
常
任

委
員
長
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
請
願
書
１
件

(

ポ
ン

プ
自
動
車
の
配
備
に
つ
い
て

の
請
願
書)

に
つ
い
て
審
査

の
経
過
と
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
齋
藤
正
明
総
務
企
画
常

任
委
員
長
報
告
の
と
お
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

外
川
市
長
の
あ
い
さ
つ
と

議
案
の
総
括
説
明
の
あ
と
議

事
に
入
り
、
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
長
に

佐
藤
雄
委
員
、
副
委
員
長
に

齋
藤
政
子
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

総
務
企
画
、
建
設
経
済
、

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
会

及
び
決
算
特
別
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
付
託
と
な
り
、
１
日

目
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

５
日
目
に
は
常
任
委
員
会

を
開
会
し
、
６
日
目
か
ら
は
、

２
日
間
に
わ
た
り
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
10
人
の
議
員
が

理
事
者
側
に
対
し
て
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

８
日
目
と
休
会
３
日
を
は

さ
ん
で
、
12
日
目
、
13
日
目

の
３
日
間
に
わ
た
り
決
算
特

別
委
員
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

14
日
目
の
最
終
日
に
は
、

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
案
及
び
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

案
、
条
例
改
正
案
等
の
議
案

は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
３
件
の
う
ち
、
１
件
が
採

択
と
な
り
２
件
が
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

追
加
提
案
さ
れ
た

｢

平
川

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
案｣

１
件
と
、

｢

国
営
土
地
改
良
事
業
及
び

農
政
局
の
存
続
に
関
す
る
意

見
書

(

案)

の
提
出
に
つ
い

て｣

及
び

｢

議
員
の
派
遣
に

つ
い
て｣

は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
閉
会
中
の
各
委

員
会
の
所
管
事
務
調
査
と
、

議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
等

に
つ
い
て
継
続
調
査
と
し
た

い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
申

し
出
の
と
お
り
決
定
し
、
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

��������	
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９
月
５
日
金�
本
会
議

９
月
６
日
土�(

休
会)

９
月
７
日
日�(

休
会)

９
月
８
日
月�(

議
案
熟
考

の
た
め
休
会)

９
月
９
日
火�
常
任
委
員
会

９
月
10
日
水�
一
般
質
問

９
月
11
日
木�
一
般
質
問

９
月
12
日
金�
決
算
特
別
委

員
会

９
月
13
日
土�(

休
会)

９
月
14
日
日�(

休
会)

９
月
15
日
月�
祝
日(

休
会)

９
月
16
日
火�
決
算
特
別
委

員
会

９
月
17
日
水�
決
算
特
別
委

員
会

９
月
18
日
木�
本
会
議

�
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表
彰
の
期
日
に
つ
い
て
柔

軟
な
運
用
を
図
る
た
め
。
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�
�
�地

方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

議
員
の
報
酬
の
支
給
方
法
等

に
関
す
る
規
定
を
、
他
の
行

政
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬

の
支
給
方
法
等
に
関
す
る
規

定
か
ら
分
離
し
、
報
酬
の
名

称
を
議
員
報
酬
に
改
め
る
た

め
。
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公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職

の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
公
益
法
人
認
定
法
の

規
定
に
よ
る

｢

公
益
法
人

(

公
益
社
団
法
人
又
は
公
益

財
団
法
人)｣

と
区
別
す
る

必
要
が
生
じ
、
関
係
条
項
を

改
め
る
た
め
。
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地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
個
人
住
民
税
に
お
け

る
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、

関
係
条
項
を
改
め
る
た
め
。
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A
"
B

C
D
E

F

来
年
度
か
ら
65
歳
以
上

の
年
金
受
給
者
の
方
か
ら
、

介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
と
同
じ
よ
う
に
、
市
県
民

税
の
税
額
を
、
年
金
か
ら
源

泉
徴
収
す
る
制
度
に
な
る
。

上
場
株
式
の
売
買
と
上
場

株
式
の
配
当
金
に
つ
い
て
地

方
税
の
税
率
が
３
％
か
ら
５

％
に
改
正
に
な
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

伴
い
、
寄
付
金
の
税
制
が
見

直
し
と
な
り
、
所
得
控
除
で

あ
っ
た
も
の
が
、
一
定
限
度

額
ま
で
所
得
税
と
合
わ
せ
て

全
額
控
除
と
な
っ
た
。
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個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
住
民
票
の
写
し
等
の
交

付
制
度
に
つ
い
て
、
住
民
基

本
台
帳
法
の
規
定
が
一
部
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
引

用
さ
れ
て
い
る
条
項
を
整
理

す
る
た
め
。
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介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
さ
れ
て
い
る
条
項

を
整
理
す
る
た
め
。
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平
成
20
年
２
月
で
、
延

べ
利
用
人
数
は
145
名
。
１
日

平
均
利
用
人
数
は
６
・
９
人
、

実
人
員
は
31
名
で
あ
る
。

介
護
度
別
で
は
、
要
支
援

１
が
７
名
、
要
支
援
２
が
９

名
、
介
護
１
が
４
名
、
介
護

２
が
４
名
、
介
護
３
が
２
名
、

介
護
４
は
無
し
、
介
護
５
が

１
名
で
あ
る
。

�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

	
�

�
�

�
�

�
�

\
]

平
川
市
碇
ヶ
関

鯨
森
69
番
地
８

^
_

相
馬

正
栄

`
a
b
c

昭
和
17
年
５
月
７
日
生

\
]

平
川
市
新
山早

稲
田
44
番
地

^
_

福
士

幸
雄

`
a
b
c

昭
和
19
年
３
月
28
日
生

人
権
擁
護
委
員

相
馬
正
栄
氏
と
福
士
幸
雄
氏
の
任
期
が
、

平
成
20
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
の
で
、
再
任
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
推
薦
す
る
た
め
。
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
３
５
９

万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
４
８
億
７
２
７
７
万
２

０
０
０
円
と
す
る
。

今
回
の
補
正
の
主
な
内
容

は
、
土
地
開
発
基
金
か
ら
の

公
有
財
産
購
入
費
１
億
３
６

８
６
万
円
の
増
額
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
４

２
０
万
円
の
減
額
、
介
護
保

険
特
別
会
計
繰
出
金
１
５
９

万
円
の
減
額
、(

障
害
福
祉

費)

一
部
事
務
組
合
負
担
金

１
４
０
万
円
の
減
額
、
診
療

所
特
別
会
計
繰
出
金
２
１
４

万
円
の
増
額
、
指
定
ご
み
袋

追
加
製
造
４
３
９
万
円
の
増

額
、
猿
賀
小
学
校
屋
内
消
火

栓
配
管
改
修
工
事
費
２
６
１

万
円
の
増
額
、
各
予
算
科
目

を
通
じ
て
、
人
件
費
２
０
７

７
万
円
の
減
額
な
ど
で
あ
る
。

(
全
会
一
致

原
案
可
決)

�
�
�
�
�
�
�

�
	


�
�

�
�
�
	



�
�

�
�
�
�
�

�

旧
尾
上
町
で
所
有
し
て

い
た
庁
舎
の
敷
地
、
集
会
施

設
、
公
園
、
農
村
公
園
等
に

つ
い
て
供
用
開
始
し
て
い
る

が
、
未
だ
に
土
地
開
発
基
金

で
土
地
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

一
般
会
計
で
買
い
取
る
た
め

の
費
用
で
あ
る
。
全
部
で
２

万
５
６
５
８
平
方
メ
ー
ト
ル
、

１
億
３
６
８
６
万
２
０
０
０

円
。
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①
不
動
産
売
払
収
入
の

場
所
は
旧
町
居
小
学
校
跡
地

の
一
部
分
の
土
地
で
あ
る
。

②
市
有
林
間
伐
材
売
払
収
入

に
つ
い
て
は
、
旧
尾
上
町
時

代
、
新
屋
町
が
所
有
し
て
い

た
山
林
で
あ
る
。

�
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�
&
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�
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指
定
ご
み
袋
の
印
刷
費

用
で
あ
る
。
ご
み
袋
の
在
庫

が
不
足
と
な
っ
た
販
売
店
へ

配
布
す
る
た
め
の
ス
ト
ッ
ク

で
あ
る
。
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
４
６
２
万
４

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

40
億
９
９
６
６
万
１
０
０
０

円
と
す
る
。(

全
会
一
致

原
案
可
決)

�
�
�
�
	


�
�

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
４
７
万
５

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

24
億
５
７
６
９
万
３
０
０
０

円
と
す
る
。(

全
会
一
致

原
案
可
決)
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
４
万
８
０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
３

億
８
３
４
３
万
９
０
０
０
円

と
す
る
。(

全
会
一
致

原

案
可
決)
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�
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�
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予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
万
８
０

０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
３

億
８
４
７
９
万
１
０
０
０
円

と
す
る
。(

全
会
一
致

原

案
可
決)

�
�
�
�
�
�

収
益
的
収
入
に
、
繰
出
基

準
等
の
均
衡
に
伴
い
、
高
料

金
対
策
繰
入
金
２
１
１
万
９

０
０
０
円
増
額
、
広
域
化
対

策
繰
入
金
の
融
資
分
２
７
８

万
３
０
０
０
円
減
額
し
、
合

わ
せ
て
６
６
万
４
０
０
０
円

を
減
額
す
る
。
収
益
的
支
出

に
つ
い
て
は
人
事
異
動
に
伴

う
人
件
費
５
２
０
万
２
０
０

０
円
増
額
。
ま
た
、
資
本
的

収
入
に
つ
い
て
広
域
化
対
策

繰
入
金
の
元
金
分
１
０
４
万

７
０
０
０
円
増
額
す
る
。

(

全
会
一
致

原
案
可
決)
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�
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/
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国
が
定
め
て
い
る
繰
出

基
準
が
あ
り
、
資
本
費
単
価

が
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

174
円
に
対
し
、
当
市
で
は
203
・

８
円
で
あ
る
。
差
額
の
約
30

円
に
対
し
て
国
が
交
付
税
措

置
を
す
る
も
の
が
高
料
金
対

策
で
あ
る
。

広
域
化
対
策
は
、
従
来
の

国
の
補
助
率
が
高
い
時
で
３

分
の
２
あ
っ
た
も
の
が
、
だ

ん
だ
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
補
助
率
を
埋
め
る
た
め

に
、
起
債
と
当
初
高
か
っ
た

利
息
分
と
元
金
分
を
国
が
補

て
ん
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

 
�
�
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収
益
的
支
出
に
つ
い
て
人

事
異
動
に
伴
う
人
件
費
６
８

７
万
円
を
減
額
す
る
。(

全

会
一
致

原
案
可
決)

7
8
9
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�
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�
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J
K

平
成
20
年
７
月
９
日
、

平
川
市
河
川
敷
公
園

(

松
崎

広
場)

の
草
刈
り
業
務
に
よ

る
飛
石
が
自
動
車
の
リ
ヤ
ガ

ラ
ス
を
直
撃
し
損
壊
し
た
。
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3
�
�
�
�

J
K

平
成
20
年
７
月
15
日
、

市
有
道
路

(

尾
崎)

の
草
刈

り
業
務
に
よ
り
、
防
風
ネ
ッ

ト
を
破
損
し
た
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
条
項
の
整
理
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
。
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青
森
県
市
議
会
議
長
会
主
催

県
市
議
会
議
員
研
修
会

期
日

10
月
30
日

場
所

弘
前
市
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金
田
小
学
校
３
年
生
が

10
月
29
日
に
議
場
を
見
学

に
き
ま
し
た
。

総
務
課
小
田
桐
行
政
係

長
の
説
明
を
、
議
員
席
な

ど
に
座
り
な
が
ら
一
生
懸

命
メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
の

｢

将
来
議
長
に

な
り
た
い
人
？｣

の
質
問

に
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た

ち
が
手
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
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業
の
持
続
的
発
展
を
支

え
る
基
幹
的
な
農
業
水
利
施

設
に
つ
い
て
は
、
国
民
に
対

す
る
食
料
の
安
定
供
給
を
確

保
し
、
地
域
の
農
業
農
村
を

振
興
す
る
重
要
な
基
盤
で
あ

る
こ
と
の
観
点
か
ら
、
引
き

続
き
国
が
責
任
を
も
っ
て
管

理
及
び
整
備
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
意

見
書
で
あ
る
。
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10
月
30
日
に
、
弘
前
市

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
で
行
わ
れ
た
研
修
会
に
、

議
員
19
名
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。｢

人
生
の
教
科
書｣

と
い
う
演
題
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
柔
道

家
古
賀
稔
彦
氏
の
講
演
を

聴
き
、｢

菊
と
紅
葉
ま
つ

り｣

を
視
察
し
ま
し
た
。
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今
回
収
入
未
済
額
が
増

え
た
部
分
は
、
所
得
税

(

国

税)
か
ら
住
民
税

(

市
県
民

税)
に
税
源
が
移
譲
さ
れ
た

た
め
で
あ
り
、
実
質
的
に
は

徴
収
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
調
定
で
２
億
円
以

上
増
え
て
い
る
た
め
徴
収
率

が
上
が
っ
て
も
、
収
入
未
済

額
が
増
え
て
し
ま
う
。
毎
月

納
税
相
談
日
を
設
け
て
お
り
、

職
員
も
出
向
い
て
今
後
の
対

策
、
分
納
な
ど
を
お
願
い
し

て
い
る
。
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普
通
交
付
税
の
中
に

｢

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム｣

の
分
と
し
て
３
０
０

０
万
円
入
っ
て
い
る
。
当
市

は
少
子
化
対
策
の
た
め
に
こ

の
増
分
を
充
て
る
と
い
う
こ

と
で
申
請
し
、
い
ろ
ん
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
な
が
ら

広
報
に
掲
載
し
、
そ
の
事
業

の
効
果
を
国
の
指
針
に
従
い

な
が
ら
３
０
０
０
万
円
を
得

て
い
る
。
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①
滞
納
額
１
７
２
９
万

590
円
、
保
護
者
の
実
人
数
は

73
名
。
②
転
出
先
も
わ
か
っ

て
い
る
の
で
納
付
書
は
送
付

し
て
収
納
・
納
付
を
促
し
て

頑
張
っ
て
い
る
。
③
収
納
対

策
の
中
で
、
職
員
が
訪
問
し

て
納
付
を
促
す
場
合
や
、
各

手
当
支
給
の
際
、
窓
口
払
い

に
し
て
本
人
の
承
諾
を
得
て
、

い
く
ら
か
で
も
納
付
を
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
措
置
を
し

て
い
る
。
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使
わ
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な

御
案
内
な
ど
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
以
上
は
無
理
だ
と
考
え

て
い
る
。
150
万
円
は
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
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電
算
で
、
税
や
対
象
者

の
情
報

(

住
民
基
本
台
帳
や

税
務
課
の
情
報)

を
県
の
実

施
し
て
い
る
広
域
連
合
へ
や

り
と
り
す
る
シ
ス
テ
ム
の
改

修
や
保
守
業
務
で
あ
る
。
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ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢

世
帯
な
ど
に
電
話
を
設
置
し
、

県
の
方
へ
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
自
分
で
通
報
す
る
と

付
近
に
い
る
協
力
員

(

見
守

り
の
方)

が
県
か
ら
の
連
絡

を
受
け
て
訪
問
を
し
、
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
対
象
者
は
平

成
20
年
３
月
末
現
在
で
高
齢

者
単
身
世
帯
が
95
、
高
齢
者

の
夫
婦
世
帯
が
２
、
障
害
者

世
帯
が
３
。
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
る
の
で
、

協
力
員
の
研
修
に
つ
い
て
は

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。
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両
組
合
と
も
若
干
負
担

金
は
減
っ
て
い
る
が
、
お
そ

ら
く
各
組
合
の
方
で
努
力
し

た
分

(

例
え
ば
人
件
費
や
施

設
管
理
費
な
ど)

で
の
負
担

金
の
減
で
あ
り
、
ご
み
の
減

量
化
啓
発
の
効
果
が
現
れ
て

く
る
の
は
、
当
市
は
こ
れ
か

ら
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
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企
業
利
子
債
に
要
す
る

経
費
１
０
４
４
万
２
０
０
０

円
、
高
度
医
療
に
要
す
る
経

費
１
１
５
２
万
円
、
リ
ハ
ビ

リ
医
療
に
要
す
る
経
費
１
５

５
０
万
円
、
保
健
衛
生
に
要

す
る
経
費
２
１
１
７
万
７
０

０
０
円
、
合
計
で
５
８
６
３

万
９
０
０
０
円
の
負
担
金
。

医
師
の
研
修
に
要
す
る
経

費
164
万
７
０
０
０
円
、
追
加

費
用
１
４
０
２
万
１
０
０
０

円
、
職
員
の
基
礎
年
金
で
825

万
１
０
０
０
円
、
財
政
支
援

費
１
億
974
万
５
０
０
０
円
、

合
計
で
１
億
３
３
６
６
万
４

０
０
０
円
の
補
助
金
。

経
営
健
全
化
対
策
費
で
１

億
１
０
０
０
万
円
の
繰
り
出

�
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科 目 予算現額 支出済額 執行割合 (％)
予算対 歳出計対

議 会 費 196,470,000 196,209,139 99.9 1.2
総 務 費 2,561,534,000 2,543,198,244 99.3 15.8
民 生 費 4,177,345,000 4,169,620,032 99.8 26.0
衛 生 費 1,496,072,000 1,486,416,133 99.4 9.3
労 働 費 8,729,000 8,675,536 99.4 0.1
農 林 水 産 業 費 889,874,000 881,478,256 99.1 5.5
商 工 費 145,475,000 144,928,175 99.6 0.9
土 木 費 1,505,754,000 1,490,332,321 99.0 9.3
消 防 費 646,327,000 645,395,340 99.9 4.0
教 育 費 1,221,461,000 1,214,722,167 99.4 7.6
災 害 復 旧 費 17,524,000 17,384,918 99.2 0.1
公 債 費 3,243,766,000 3,243,763,450 100.0 20.2
予 備 費 1,067,000
歳 出 合 計 16,111,398,000 16,042,123,711 99.6 100.0
※構成比は､ 四捨五入のため積算が一致しない場合がある｡

���� (単位：円)

予算現額 調定額 収入済額 収入割合(％)
予算対 調定対 歳入計対

自
主
財
源

市 税 2,386,367,000 2,605,043,328 2,430,876,468 101.9 93.3 15.0
分担金及び負担金 202,290,000 227,982,588 204,142,858 100.9 89.5 1.3
使用料及び手数料 121,245,000 125,956,179 123,167,654 101.6 97.8 0.8
財 産 収 入 68,280,000 68,592,184 68,592,184 100.5 100.0 0.4
寄 附 金 200,000 200,000 200,000 100.0 100.0 0.0
繰 入 金 431,818,000 431,818,724 431,818,724 100.0 100.0 2.7
繰 越 金 67,911,000 67,911,993 67,911,993 100.0 100.0 0.4
諸 収 入 377,782,000 415,294,961 391,396,602 103.6 94.2 2.4

依

存

財

源

地 方 譲 与 税 281,851,000 281,851,000 281,851,000 100.0 100.0 1.7
利子割交付金 8,118,000 8,118,000 8,118,000 100.0 100.0 0.1
配当割交付金 4,265,000 4,265,000 4,265,000 100.0 100.0 0.0
株式等譲渡所得割交付金 1,751,000 1,751,000 1,751,000 100.0 100.0 0.0
地方消費税交付金 308,011,000 308,011,000 308,011,000 100.0 100.0 1.9
ゴルフ場利用税交付金 16,141,000 16,141,912 16,141,912 100.0 100.0 0.1
自動車取得税交付金 101,563,000 101,563,000 101,563,000 100.0 100.0 0.6
地方特例交付金 18,275,000 18,275,000 18,275,000 100.0 100.0 0.1
地 方 交 付 税 7,965,667,000 7,965,667,000 7,965,667,000 100.0 100.0 49.3
交通安全対策特別交付金 5,697,000 5,697,000 5,697,000 100.0 100.0 0.0
国 庫 支 出 金 1,495,288,000 1,488,374,960 1,488,374,960 99.5 100.0 9.2
県 支 出 金 981,852,000 983,172,961 983,172,961 100.1 100.0 6.1
市 債 1,267,026,000 1,266,926,000 1,266,926,000 100.0 100.0 7.8
歳入合計 16,111,398,000 16,392,613,790 16,167,920,316 100.4 98.6 100.0
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し
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
平
川
病
院
と
い
う

部
分
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
な

る
。
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旧
尾
上
町
の
条
例
に
基

づ
い
て
町
に
６
割
町
会
に
４

割
と
、
あ
る
程
度
取
り
決
め

を
し
て
い
た
。
合
併
の
際
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

だ
形
で
平
川
市
の
条
例
が
で

き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
交
付
金
を
支
出
し
て
い
る
。
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集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
け
ば
、

だ
ん
だ
ん
減
ら
し
て
い
く
べ

き
と
の
考
え
方
が
あ
る
が
、

そ
の
辺
を
も
う
一
度
財
政
と

協
議
を
し
て
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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救
急
救
命
士
は
特
定
行

為
な
ど
を
行
う
の
で
、
資
質

向
上
を
目
的
と
し
て
、
九
州

の
救
急
振
興
財
団
で
研
修
す

る
時
の
講
習
会
負
担
金
で
あ

る
。
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①
派
遣
に
つ
い
て
は
、

中
学
生
10
名
と
引
率
２
名
の

計
12
名
で
行
っ
て
お
り
、
267

万
８
０
０
０
円
。
自
己
負
担

に
つ
い
て
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
含
ま
れ
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
こ
の
中
で
は
１
人

10
万
円
程
度
で
あ
る
。
②
多

く
の
子
供
た
ち
に
国
際
交
流

を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
、
12

名
を
受
け
入
れ
し
各
中
学
校

で
交
流
を
し
て
い
る
。
行
く

の
だ
け
が
国
際
交
流
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
低
い
コ

ス
ト
で
多
く
の
子
供
た
ち
に

触
れ
合
う
中
で
国
際
交
流
の

芽
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
、
帰
っ
た
ら
感

想
や
写
真
の
つ
い
た
報
告
書

を
作
成
し
、
各
学
校
、
関
係

団
体
に
配
布
し
て
い
る
。
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危
険
が
想
定
さ
れ
た
３

校
を
実
施
し
た
。
金
田
小
学

校
焼
却
炉
で
は
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
本
年
度
す
で
に

撤
去
し
て
い
る
。
竹
館
小
学

校
は
問
題
な
く
安
全
で
あ
る
。

松
崎
小
学
校
の
煙
突
に
つ
い

て
は
石
綿
が
検
出
さ
れ
た
が
、

煙
突
内
部
で
練
り
こ
ま
れ
て

い
る
状
態
で
飛
散
の
恐
れ
は

な
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
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弘
南
鉄
道
㈱
か
ら
土
地

を
借
り
て
公
園
を
整
備
し
た

も
の
で
、
毎
月
土
地
料
を
払
っ

て
い
た
が
、
長
年
使
用
し
て

き
た
経
緯
も
あ
る
た
め
、
本

年
度
を
も
っ
て
返
還
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
夏
場
は
市
民

の
方
々
に
使
用
し
て
も
ら
い
、

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
撤

去
工
事
を
行
い
、
更
地
に
し

て
返
還
し
た
た
め
管
理
委
託

料
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
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市
民
に
と
っ
て
今
回
の

決
算
は
国
の
税
制
改
革
に

よ
る
定
率
減
税
廃
止
、
住

民
税
増
税
な
ど
に
よ
る
負

担
増
、
地
方
行
革
の
推
進

や
合
併
の
調
整
・
再
編
と

い
う
名
の
も
と
に
行
わ
れ

た
事
業
の
縮
小
や
廃
止
に

よ
る
予
算
削
減
な
ど
、
暮

ら
し
へ
の
重
圧
が
加
え
ら

れ
、
一
層
生
き
づ
ら
さ
を

増
す
結
果
と
な
っ
た
決
算

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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一般会計 161 億 6,792 万 0 千円 160 億 4,212 万 4 千円

特

別

会

計

国民健康保険 43 億 6,381 万 3 千円 43 億 5,083 万 5 千円
老人保健 33 億 8,708 万 8 千円 33 億 8,708 万 8 千円
介護保険 27 億 1,341 万 8 千円 26 億 5,162 万 6 千円
�川診療所 6,783 万 1 千円 6,783 万 1 千円
学校給食センター 3 億 9,620 万 6 千円 3 億 9,620 万 6 千円
尾上地区住宅団地温泉事業 926 万 6 千円 735 万 9 千円
簡易水道 1,043 万 5 千円 1,043 万 5 千円
下水道 8 億 4,441 万 7 千円 8 億 4,441 万 7 千円
農業集落排水 3 億 942 万 6 千円 3 億 942 万 6 千円
平川診療所 2 億 5,341 万 8 千円 2 億 5,341 万 8 千円

企

業

会

計

水 道 事 業
収 益 的 6 億 2,122 万 8 千円 6 億 471 万 1 千円
資 本 的 6 億 9,373 万 9 千円 10 億 7,968 万 6 千円

公 共 下 水 道
事 業

収 益 的 3 億 1,456 万 7 千円 2 億 5,278 万 9 千円
資 本 的 2 億 1,026 万 4 千円 2 億 3,186 万 9 千円

農 業 集 落
排 水 事 業

収 益 的 2,971 万 3 千円 3,384 万 7 千円
資 本 的 822 万 9 千円 1,338 万 5 千円

※千円未満四捨五入｡
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平
成
20
年
３
月
末
現
在
、

被
保
険
者
数
は
６
９
７
６
世

帯
１
万
５
８
８
１
人
。

短
期
被
保
険
者
証
、
資
格

証
明
書
の
発
行
世
帯
数
は
平

成
19
年
７
月
末
現
在
で
短
期

384
世
帯
、
資
格
証
明
書
66
世

帯
。ち

な
み
に
平
成
20
年
７
月

末
現
在
で
は
短
期
380
世
帯
、

資
格
証
明
書
48
世
帯
と
や
や

減
の
傾
向
に
あ
る
。

滞
納
世
帯
の
延
べ
世
帯
数

は
出
し
て
い
な
い
。
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ま
さ
に
精
算
し
て
借
り

て
い
る
と
い
う
状
況
で
、
運

営
が
大
変
厳
し
い
。
サ
ー
ビ

ス
量
を
適
切
に
見
込
ん
で
、

借
り
た
分
の
お
金
を
保
険
料

に
上
積
み
す
る
か
を
精
査
し

な
が
ら
、
第
４
期
の
介
護
保

険
事
業
及
び
保
険
料
を
設
定

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
３
期
で
借
り
た
分
を

返
し
て
、
新
た
に
借
り
な
い

よ
う
な
事
業
計
画
・
事
業
運

営
の
展
開
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
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平
成
20
年
３
月
で
１
号

保
険
者
、
２
号
保
険
者
合
わ

せ
て
要
介
護
４
は
218
名
、
要

介
護
５
は
198
名
と
な
っ
て
い

る
。
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内
容
は
同
じ
形
に
な
る

と
は
思
う
が
、
設
備
の
規
模
・

形
態
が
給
食
セ
ン
タ
ー
で
違

う
の
で
、
そ
の
点
若
干
の
違

い
が
で
て
く
る
。
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平
成
19
年
度

(

現
年
度

分)

が
38
万
２
９
５
０
円
、

過
年
度
分
が
75
万
３
０
５
０

円
。
現
年
度
分
は
13
名
、
過

年
度
分
に
つ
い
て
は
９
名
で

あ
る
。

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
課
税

上
支
払
い
能
力
が
あ
る
と
思

う
が
、
給
食
に
対
す
る
保
護

者
の
意
識
が
若
干
低
い
方
も

い
る
。｢

義
務
教
育
な
の
で

た
だ
で
は
な
い
か｣

と
い
う

よ
う
な
誤
解
を
し
て
い
る
父

兄
に
対
し
て
も
趣
旨
を
説
明

し
て
い
る
が
、
同
一
の
父
兄

が
２
人
い
れ
ば
２
人
分
滞
納

と
な
る
。
子
供
に
は
全
く
問

題
な
い
の
で
、
保
護
者
の
理

解
を
求
め
て
い
く
し
か
な
い
。
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基
本
的
に
は
賄
材
料
費
、

原
材
料
費
を
給
食
費
と
し
て

い
る
。
そ
の
他
人
件
費
、
光

熱
水
費
、
公
債
費
等
は
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
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過
去
に
負
担
金
の
徴
収

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
が

あ
っ
た
が
、
平
成
18
年
度
か

ら
各
市
町
村
の
有
収
水
量
を

ベ
ー
ス
と
し
て
案
分
し
て
精

算
し
て
い
る
。
平
成
19
年
度

の
精
算
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
の
９
月
頃
に
最
終
的

な
精
算
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
る
。
当
初
の
負
担
割
合
は

も
う
少
し
低
か
っ
た
が
、
各

市
町
村
の
有
収
水
量
に
よ
っ

て
各
年
度
で
違
う
の
で
、
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単

価
は
71
円
66
銭
で
負
担
金
を

納
め
て
い
る
。
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払
う
の
に
大
変
な
国
保

税
と
な
り
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
。
生
計
費
を

生
み
出
せ
な
い
中
で
の
重

税
に
、
払
う
側
の
能
力
が

お
い
つ
か
な
い
現
状
で
あ

る
。後

期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
、
計
画
等
の
開
始

に
か
か
わ
る
準
備
的
経
費

の
執
行
も
さ
れ
て
い
る
た

め
、
賛
成
を
見
送
る
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
や
、
国
が
言
う

｢

元

気
な
老
人
を
ふ
や
す｣

と

い
う
介
護
予
防
事
業
が
組

み
込
ま
れ
て
お
り
、
今
ま

で
受
け
て
い
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

｢

介
護
の
取
り
上
げ｣

や

｢

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
制
限｣

が
進
ん
で
い
る
。
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
に
よ
り
、

市
民
を
ま
す
ま
す
不
安
に

落
と
し
入
れ
る
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
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11
ペ
ー
ジ
、
齋
藤
剛
議
員
の
一
般
質
問

｢

向
陽
地

区
に
あ
る
野
積
み
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ
の
保
存
方
法
と

今
後｣

に
つ
い
て
の
市
長
回
答
に
お
い
て
、
誤
解
を

招
く
表
現
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
わ
び
と
訂

正
を
い
た
し
ま
す
。

11
ペ
ー
ジ
の
下
か
ら
３
段
目

｢

②
弘
前
の
農
家
と

売
買
契
約
が
成
立
し
、
今
年
の
冬
ま
で
に
撤
去
さ
れ

る
予
定
。｣

と
あ
り
ま
す
が
、
１
５
０
０
０
本
程
度

そ
の
農
家
が
引
き
取
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
す
べ

て
の
タ
イ
ヤ
が
撤
去
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
表
現
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
分
に
注

意
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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A

｢

広
報
ひ
ら
か
わ｣

で
国
民
年
金
の
し
く
み
に
つ

い
て
は
連
載
し
て
い
る
が
、

繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求
に
つ

い
て
は
ま
だ
掲
載
し
て
い
な

い
。
次
の
広
報
で
周
知
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
金
を
も
ら
う
人
た
ち
も
、

年
金
に
も
っ
と
関
心
を
持
っ

て
判
断
し
て
ほ
し
い
。
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:
A

平
成
20
年

２
月
１
日
現
在
に

お
け
る
高
齢
化
率

は
25
・
82
％
。
要

介
護
認
定
率
は
22
・

18
％
、
県
内
で
３

番
目
に
高
い
。
平

成
19
年
度
の
保
険

給
付
費
は
、
第
１
号
被
保
険

者
１
人
当
た
り
25
万
９
０
４

１
円
。
前
年
度
比
４
４
８
９

円
高
く
県
内
23
番
目
。
給
付

総
額
は
第
３
期
計
画
よ
り
約

３
億
６
４
０
０
万
円
の
増
で
、

財
政
安
定
化
基
金
か
ら
借
り

入
れ
も
あ
り
、
第
４
期
の
保

険
料
は
現
在
よ
り
高
く
な
る

と
予
想
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
介
護
保
険

等
運
営
協
議
会
で
十
分
審
議

を
し
て
い
た
だ
き
計
画
を
樹

立
し
た
い
。
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:
A

担
当
部
署
と
協
議
し

な
が
ら
事
業
計
画
が
出
た
段

階
で
、
県
に
要
望
・
要
請
す

る
場
合
、
長
期
総
合
プ
ラ
ン

に
組
み
入
れ
る
判
断
を
し
て

い
き
た
い
。
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A

①
平
成
19
年
度
の
把

握
し
て
い
る
人
数
は
16
人
。

担
当
部
で
は
、
そ
の
原
因
ま

で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
警

察
庁
で
は
全
国
的
に
１
番
多

い
原
因
は
う
つ
病
で
、
次
に

身
体
の
病
気
、
多
重
債
務
と

発
表
し
て
い
る
。

:
�
�
�
�
A

②
原
因
の

第
１
位
う
つ
病
対
策
に
つ
い

て
は
県
立
保
健
大
学
と
連
携

し
て
身
近
な
相
談
窓
口
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
８
月

１
日
に
毎
戸
と
企
業
に
配
布

し
て
、
相
談
体
制
は
確
立
し

て
い
る
。
今
年
５
ヵ
所
で

｢

心
の
健
診｣

を
実
施
し
、

必
要
な
方
に
は
専
門
機
関
を

紹
介
し
て
治
療
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。｢

心
の
健
康

教
育
講
座｣

を
実
施
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
予
防
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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A

三
菱
で
は
、
平
成
25

年
３
月
末
で
業
務
を
打
ち
切

り
た
い
と
の
事
で
あ
る
。
か

な
り
高
額
な
事
業
費
と
な
る
。

庁
内
で
も
検
討
し
て
い
る
が
、

県
に
も
要
請
し
て
い
る
。
全

国
的
な
問
題
で
あ
り
、
他
市

町
村
と
連
携
し
、
国
に
も
働

き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
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A

環
境
問
題
も
含
め
て

ノ
ー
カ
ー
デ
イ
は
賛
成
で
あ

る
。
部
長
会
議
等
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
環
境
・
ご

み
問
題
を
考
え
る
と
マ
イ
箸

運
動
が
必
要
で
あ
る
と
十
分

理
解
で
き
る
。
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①
残
念
な
が
ら
現
在
、

自
主
防
災
組
織
が
あ
る
の
は

新
山
町
会
・
碇
ヶ
関
地
域
の

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
町
居
町

会
防
災
部
の
３
ヵ
所
。
民
間

の
組
織
を
ふ
や
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
く
る

た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

②
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
施
設
の
う
ち
集
会
施
設
は

45
、
そ
の
他
公
共
施
設
や
学

校
等
を
含
め
77
ヵ
所
・
集
会

施
設
で
昭
和
56
年
以
前
の
建

物
が
16
施
設
あ
る
が
調
査
し

て
い
な
い
。
庁
舎
内
で
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。
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①
平
成

19
年
度
決
算

で
一
般
会
計

市
税
１
億
５

６
１
７
万
円

前
年
比
１
・

７
％
増
。
国

民
健
康
保
険

税
３
億
２
６
４
９
万
円
、
使

用
料
等

(

保
育
料
な
ど)

６

８
１
９
万
円
。
②
県
民
局
へ

徴
収
技
術
習
得
の
た
め
職
員

１
名
を
派
遣
し
て
お
り
、
徴

収
能
力
を
高
め
た
い
。
夜
間
、

休
日
の
納
税
相
談
実
施
や
、

納
め
る
力
が
あ
り
な
が
ら
納

め
て
い
な
い
方
に
は
、
調
査

を
し
た
上
で
差
し
押
さ
え
を

し
て
滞
納
額
の
圧
縮
に
努
め

る
。
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制
定
さ
れ
て
間

も
な
い
制
度
の
た
め
市
民
に

十
分
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と

は
事
実
。
今
後
よ
り
一
層
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
み
た
い
。
総
合

プ
ラ
ン
の
中
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
を
得
に
優
先
さ
せ

て
活
用
し
た
い
。
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各
飲
食
店
で
の
カ
ロ

リ
ー
計
算
の
表
示
を
、
ど
ん

な
方
法
で
、
誰
が
行
う
の
か

難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
カ

ロ
リ
ー
計
算
に
つ
い
て
の
考

え
は
理
解
で
き
る
の
で
我
々

内
部
で
、
健
康
セ
ン
タ
ー
や

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
活
用

で
き
る
の
か
話
し
合
い
を
し

て
み
た
い
。

§
�
¨
©
ª
g
k
«
6

学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
カ
ロ

リ
ー
計
算
を
し
た
上
で
調
理

を
し
て
い
る
の
で
、
各
家
庭

へ
事
前
に
メ

ニ
ュ
ー
と
そ
の

カ
ロ
リ
ー
量
を

お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
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①
経
済
部
の
試
算
で

は
農
作
物
の
被
害
面
積
721
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
額
７

億
９
２
６
５
万
７
０
０
０
円

が
想
定
さ
れ
る
。
リ
ン
ゴ
の

面
積
が
707
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

被
害
額
７
億
７
５
２
４
万
円
。

高
冷
地
野
菜
の
ニ
ン
ジ
ン
の

被
害
面
積
11
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
749
万
円
、
コ
カ
ブ
の
面

積
が
２
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

991
万
円
２
０
０
０
円
で
あ
る
。

②
全
市
民
を
あ
げ
て
販
売
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
も
も
ち
ろ
ん
、

市
内
の
店
舗
で
も
販
売
で
き

な
い
か
、
農
協
と
協
議
し
な

が
ら
、
市
場
へ
行
っ
て
直
接

販
売
す
る
こ
と
も
提
案
し
て

い
る
。

§
�
¨
©
ª
g
k
«
6

③

デ
ザ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
加

工
、
食
材
と
し
て
活
用
で
き

る
と
思
う
の
で
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
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①
51
名
で
災
害
出
動

に
備
え
て
い
る
。
勤
務
時
間

は
署
長
・
副
署
長
を
除
い
た

49
名
の
職
員
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
翌
日
同
時
間
ま
で
の

24
時
間
。
勤
務
は
３
隊
制

(

第
１
隊
17
名
、
第
２
隊
16

名
、
第
３
隊
16
名)

で
あ
る
。

�
�
�

②
３
日
に
１
回
の

勤
務
と
な
っ
て
お
り
、
労
働

基
準
法
ど
お
り
週
40
時
間
の

勤
務
で
あ
る
。

�
�
�
�
 
!
 
"
#
$

%
&
'
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�
)
*
+
,
-
.

�
/
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�


�
�
�

第
１
出
動
で
は
消

防
１
号
車
、
化
学
車
、
救
助

工
作
車
の
３
台
。
出
動
後
に

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
あ

と
ポ
ン
プ
車
が
２
台
あ
る
の

で
最
低
６

名
の
非
番

職
員
を
招

集
し
て
続

発
火
災
に

備
え
て
い

る
。
そ
の

他
救
急
業

務
３
名
、

通
信
業
務

用
に
２
名

が
消
防
署

に
残
る
た

め
、
不
在

に
な
る
こ

と
は
な
い
。

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
1
2
�
�
�
3
4

/
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+
5
�
6
�
7
8
9
:

;
<
,
-
.
'
2
�
�


�
�
�

青
森
地
域
広
域
消

防
事
務
組
合
、
黒
石
地
区
消

防
事
務
組
合
、
弘
前
地
区
消

防
事
務
組
合
、
十
和
田
地
域

消
防
事
務
組
合
と
火
災
・
救

急
・
救
助
・
風
水
害
そ
の
他

の
内
容
で
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
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�
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�
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県
で
は
平
成
24
年
度

を
目
標
に
消
防
の
広
域
化
を

推
進
し
て
い
る
が
、
計
画
は

そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
な
い
。
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�
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今
後
ど
う
な
る
か
明

言
は
で
き
な
い
が
、
お
互
い

に
残
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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①
昭
和
49
年
に
旧
尾

上
町
に
国
土
調
査
が
入
り
昭

和
51
年
に
分
筆
登
記
が
さ
れ

て
い
る
。

公
民
館
敷
地
と
し
て
地
積

３
８
７
１
平
方
メ
ー
ト
ル
。

境
界
線
の
杭
は
、
今
は
ほ
と

ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。
②

企
業
名
で
登
記
さ
れ
て
い
る

道
路
敷
地
に
つ
い
て
、
購
入

す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
な

い
が
、
旧
尾
上
町
議
会
で
も

そ
の
土
地
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
る
経
緯
が
あ
る
。
な
ぜ

現
在
の
状
態
で
あ
る
の
か
理

解
で
き
な
い
。
非
常
に
複
雑

な
問
題
が
絡
ん
で
い
る
よ
う

で
あ
る
。
企
業
と
早
急
に
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
、
こ
の

問
題
の
解
決
に
努
め
た
い
。
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①

平
成
８
年
以
前
の
滞
納
者
は

４
名
、
滞
納
額
116
万
５
７
０

０
円
。

�
�
�

②
条
例
で
は

｢

２

人
以
上
の
連
帯
保
証
人｣

と

な
っ
て
い
る
の
で
増
や
す
事

は
可
能
で
あ
る
が
、
利
用
し

づ
ら
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
は

考
え
て
い
な
い
。
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文

書
に
よ
る
催
促
、
戸
別
訪
問

等
を
行
い
、
方
法
に
つ
い
て

も
本
人
と
協
議
し
月
賦
償
還

等
に
応
じ
る
な
ど
の
努
力
を

し
て
い
る
。
奨
学
金
を
借
り

る
子
供
た
ち
に
も
う
少
し
自

覚
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
、
署
名
だ
け
で
な
く
誓
約

書
、
本
人
に
直
接
会
う
こ
と

も
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

学
校
等
に
推
薦
状
を
書
い
て

も
ら
う
際
に
も
趣
旨
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。
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①
お
客
様
が
ふ
え
て

手
摺
り
が
な
く
て
困
る
と
い

う
時
代
の
変
化
で
あ
れ
ば
当

然
対
処
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ

か
で
な
い
。
②
送
迎
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
特
定
の
地
域
だ

け
優
遇
す
る
こ
と
は
難
し
い

い
。
今
は
考
え
に
く
い
と
判

断
し
て
い
る
。

③
ダ
ム
ウ
ェ
ー

タ
ー
に
つ
い

て
も
、
使
う

の
な
ら
修
繕

も
必
要
だ
が
、

お
膳
を
運
ぶ

よ
う
な
お
客

様
が
入
っ
て

い
な
い
と
聞

い
て
い
る
の

で
、
今
後
の

状
況
を
見
な

が
ら
判
断
し

た
い
。
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①
使
用
料
の
減
免
を

含
め
た
計
算
で
全
部
委
託
料

と
し
て
委
託
す
る
わ
け
で
あ

り
、
市
で
補
て
ん
す
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
。
委
託
料
全

体
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
試
算
し
て
指
定
管
理

者
に
な
る
人
を
募
集
す
る
。

経
済
部
長

②
市
長
の
権
限

は
あ
る
程
度
得
る
が
、
条
例

の
目
的
に
沿
っ
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
減
額
し
て

き
た
経
緯
を
引
き
継
い
で
実

施
し
て
ほ
し
い
。
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一
市
町
村
で
論
議
す

る
の
は
難
し
い
。
国
の
経
済

対
策
に
連
動
し
て
、
当
市
で

も
何
か
や
れ
る
と
考
え
て
い

た
が
、
ま
だ
打
ち
出
さ
れ
て

い
な
い
。
市
民
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る

が
、
お
手
伝
い
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
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12
月
議
会
に
向
け
て
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
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合
併

し
た
段
階
で
、

野
球
場
に
つ

い
て
は
尾
上

の
野
球
場
を

使
用
す
べ
き

と
い
う
こ
と

で
、
計
画
は
消
え
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
だ
け
に
す
る
と
、
か

な
り
用
地
が
残
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
後
の
用
地
に
つ

い
て
は
っ
き
り
決
定
し
て
い

な
い
。
平
成
21
年
度
基
本
設

計
、
平
成
22
年
度
実
施
計
画
、

平
成
23
〜
24
年
度
の
２
年
間

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
完
成
さ
せ

た
い
と
い
う
構
想
・
計
画
を

立
て
て
い
る
。
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平
川
市
都
市
計

画
法
施
行
条
例
に
よ
り
、
指

定
に
向
け
て
来
年
度
の
予
算

要
求
を
し
て
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
�
"
#


�
$
%
&
�
�
�
�

�
.
/
0
2
�
6
7
8
9
�
�
�
:
;
�
?
@
:
;
A
B
C
"
H
I
F
G
%

�	 
 ��

'()*+,-./01234



����

��������	
 ��� ��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
 
!
"
�
	



�
�
�
#
$
%
�
�
�
�
&

'
�
�
�
�
(
)
�
*
+
,

-
.
/
0
�
�
�
�
&

�
1

①
青
森
市
４
２
５
６

円
、
弘
前
市
５
２
８
５
円
、

八
戸
市
４
８
０
０
円
、
十
和

田
市
５
７
７
０
円
、
三
沢
市

４
９
９
５
円
、
五
所
川
原
市

５
０
０
０
円
、
つ
が
る
市
４

６
０
０
円
、
黒
石
市
４
１
３

４
円
。
県
内
10
市
の
中
で
は

９
番
目
で
あ
り
、
県
内
40
市

町
村
の
中
で
は
35
番
目
で
あ

る
。
②
現
在
よ
り
高
く
な
る

こ
と
は
確
実
だ
が
、
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
と
い
う
発
表
の

段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。
具

体
的
な
額
が
出
た
段
階
で
介

護
保
険
等
運

営
協
議
会
に

お
い
て
十
分

審
議
を
い
た

だ
き
適
切
な

保
険
料
を
設

定
し
た
い
。

③
介
護
老
人

福
祉
施
設
は

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

｢

さ
わ
や
か

園｣

定
員
50

名
待
機
者
46

名
、｢

緑
青

園｣

定
員
75

名
待
機
者
174
名
。
介
護
老
人

保
健
施
設
は

｢

の
ぞ
み｣

定

員
100
名
待
機
者
23
名
、｢

つ

が
る｣

定
員
80
名
待
機
者
14

名
、｢

三
笠
ケ
ア
セ
ン
タ
ー｣

定
員
100
名
待
機
者
31
名
。
介

護
療
養
型
医
療
施
設
は

｢

須

藤
病
院｣

の
定
員
24
床
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
11
施
設
の
総

定
員
618
名
待
機
者
37
名

(

８

月
１
日
現
在
市
民
生
活
部
調)

で
あ
り
、
市
内
施
設
待
機
者

数
は
325
名
と
な
っ
て
い
る
。
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当
初
は
そ
う
い
う
考

え
方
も
あ
っ
た
が
、
い
ろ
ん

な
問
題
が
で
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
。
今
井
議
員
の
考
え

は
十
分
理
解
で
き
る
が
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
民
の
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
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運
営
委
員
会
で
十

分
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
安

全
面
、
食
品
衛
生
法
上
の
諸

問
題
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
の

で
、
３
学
期
か
遅
く
て
も
平

成
21
年
４
月
か
ら
実
施
し
て

ほ
し
い
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
教
育
委
員
会
で
も
早

期
実
施
に
向
け
、
具
体
的
に

計
画
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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①
多
少
市
の
負
担
が

あ
っ
て
も
国
が
14
回
ま
で
助

成
対
象
に
す
る
方
針
で
あ
れ

ば
実
施
す
べ
き
と
判
断
し
て

い
る
。
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�
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②
父
子
家

庭
に
つ
い
て
も

｢

ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費
の

助
成｣

や
、
母

親
が
死
亡
し
た

場
合
、
子
供
の

入
学
・
卒
業
時

に
祝
い
金
を
支

給
す
る

｢

遺
児

入
学
祝
金
制
度｣

を
実
施
し
て
い

る
。
雇
用
形
態
や
労
働
条
件

な
ど
の
悪
化
に
よ
り
父
子
家

庭
に
も
行
政
の
支
援
を
す
べ

き
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今

後
国
・
県
、
他
市
町
村
の
動

向
を
見
な
が
ら
対
処
し
た
い
。
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県
の
霜
・
ひ
ょ
う
害

に
対
す
る
支
援
の
条
件
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

補
助
金
を
も
ら
う
農
家
は
十

分
理
解
し
て
、
そ
の
覚
悟
で

補
助
金
を
受
け
る
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
加

入
す
る
に
は

｢

掛
け
金
が
高

い｣
｢

加
入
し
に
く
い｣

な

ど
農
家
の
話
も
あ
る
。
県
に

対
し
て
要
望
も
し
て
い
る
が
、

国
に
対
し
て
も
、
も
っ
と
簡

単
に
加
入
で
き
、
掛
け
金
が

安
い
方
法
を
陳
情
し
て
い
る
。
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請
願
書
・
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

請
願
書

(

陳
情
書)

は
そ
の
要
旨
、
理

由
を
簡
単
に
、
分
か
り
や
す
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

②
提
出
年
月
日
、
請
願(

陳
情)

者
の
住
所
、

氏
名

(

法
人
の
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び

代
表
者
氏
名)

書
い
て
必
ず
押
印
し
て
く

だ
さ
い
。

③

請
願
者
は
一
人
以
上
の
紹
介
議
員
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
紹
介
す
る
議
員
は
、
署

名
ま
た
は
記
名
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④

紹
介
議
員
が
付
か
な
い
と
き
は
陳
情
書

と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤

道
路
等
は
簡
単
な
地
図
・
略
図
・
図
面

等
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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人
類
が
存
続
す
る
た
め

の
地
球
環
境
が
、
ど
の
程

度
危
機
的
な
の
か
を
示
し

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
12

時
間
時
計
の
中
で
、
６
時

１
分
〜
９
時
ま
で
は

｢

か

な
り
不
安｣

。
９
時
１
分

〜
12
時
ま
で
は

｢

き
わ
め

て
不
安｣

。
世
界
平
均
で

９
時
33
分
、
16
年
間
で
１

時
間
44
分
進
ん
だ
そ
う
で

す
。日

本
は
今
、
９
時
42
分

だ
そ
う
で
す
。

驚
き
ま
し
た
。

ま
さ
か
、
こ
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
と
は
！

家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ

の
う
ち
、
手
つ
か
ず
で
捨

て
ら
れ
る
食
品
は
、
40
パ
ー

セ
ン
ト
と
も
言
わ
れ
、
ま

た
年
間
約
２
千
万
ト
ン
の

食
料
を
捨
て
て
い
る
国
と

も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
、
私
達
に
何
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
ち
、
買
い
過
ぎ
な

い
こ
と
。

地
元
の
食
材
を
食
べ
、

そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

ま
ず
は
、
や
れ
る
事
か

ら
始
め
よ
う
!!

(

政
子)


